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概要：

研究の危機、それは研究が事業と乖離し、研究効率が悪化

し、そして滅亡（解散）の道を歩むことである。２００９年、当時

の研究所は重大な危機に瀕していた。危機を認識したらそれ

を正確に定義する。そして成長戦略を描き、その戦略に合うよ

うに組織を再構築する。これはビジネスの常道だが、これを研

究に応用した。再構築できない場合には破壊（解散）も必要

だ。当社は２００９年、その解散の道を選んだ。

何故か？そしてその後当社はどのように研究を復活・再生さ

せたのか？本講ではそれを事実と数字を用いて紹介する。

２０１８年と２００８年を比較すると、研究効率・成果は当時の２

～５倍とKPIで評価できた。特許の申請数は５倍以上。ストレス

チェックの結果からも研究と知財は当社トップランクに評価さ

れた。

更に本手法を発展させた形態(Enhanced Open Innovation)も

紹介したい。
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